
事務事業評価シート（総括表）

事務事業 68 多文化共生のまちづくり

章 2 ともに学ぶ、文化とふれあいのあるまち

大項目 05 平和の推進と国際化への対応

施策 02 国際化に対応した地域社会づくり

事業内容

目的
　日本人と外国人との交流を促進し、文化、歴史等の相互理解を深めることにより、多様な文化を持つ
人々が共に生きる地域社会を形成します。

対象・手段
　しんじゅく多文化共生プラザを拠点に地域住民や活動団体のネットワーク化を図るとともに、外国人を
含めた様々な人や団体が交流し、互いの理解を深めることができる事業を展開します。また、外国人への
情報提供や、相談業務を実施することにより総合的な事業として推進します。

成果（事業が意図する成果）

　しんじゅく多文化共生プラザを拠点に日本人と外国人との交流を進めるとともに、地域住民や活動団体な
ど多様な主体の参加により多文化共生社会を実現することができます。また、外国人に必要な生活情報や行
政情報を提供することができます。

事業成果指標
指標名 定義 目標水準

多目的スペースの利用件数 ２件／日×２８開館日／月＝５６件／月

（ 平成19 ） 年度に

（ ５６件／月 ） の水準達成

外国語版文化・生活情報等ホームページへ
のアクセス件数

外国人登録者数約５万人が毎月1回アクセス

（ 平成19 ） 年度に

（
50,000件／

月 ） の水準達成

外国語広報紙の配布場所

外国語広報紙の普及
配布設置場所
公共施設、小中学校、保育園、幼稚園、日
本語学校、NPO団体、ボランティア団体等

（ ） 年度に

（ 265か所 ） の水準達成

成果の達成状況

単　位 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 備　　考

事
業
成
果
指
標

目標値１① 件／月 0.00 56.00 56.00 56.00 　多文化共生のまちづく
りを進めていくために
は、多くの外国人の方
に、地域で生活する上で
のマナーや生活習慣等を
周知し、理解してもらう

 ことが必要です。
　目標値②・③について
は、18年度に目標水準を
達成したため、19年度は
そのことを踏まえて、新
たに目標を設定しまし

 た。

実績１② 件／月 0.00 43.00 45.00 52.00

③＝②／① ％ 0.00 76.79 80.36 92.86

目標値２④ 件／月 0.00 0.00 30,000.00 50,000.00

実績２⑤ 件／月 0.00 0.00 39,196.00 57,428.00

⑥＝⑤／④ ％ 0.00 0.00 130.65 114.86

目標値３⑦ か所 0.00 0.00 240.00 265.00

実績３⑧ か所 0.00 0.00 265.00 285.00

⑨＝⑧／⑦ ％ 0.00 0.00 110.42 107.55

事業の実施内容

平成18年度

しんじゅく多文化共生プラザの管理運営（各種講座、プラザ開設１周年記念事業）
ネットワーク事業の推進（連絡会、分科会①防災　②子どもの教育・学習支援　③情報提供　④イベン
ト）
外国人への情報提供（外国語版生活情報紙、外国語版広報紙、外国語版文化・生活情報等ホームページ）
外国人相談窓口の運営（本庁舎１階区政情報コーナー、しんじゅく多文化共生プラザ外国人相談コー

平成19年度

しんじゅく多文化共生プラザの管理運営（各種講座、啓発パネル展）多文化共生実態調査の実施
ネットワーク事業の推進（連絡会、分科会①防災　②子どもの教育・学習支援　③情報提供　④イベン
ト）
外国人への情報提供（外国語版生活情報紙、外国語版広報紙、外国語版文化・生活情報等ホームページ）
外国人相談窓口の運営（本庁舎１階区政情報コーナー、しんじゅく多文化共生プラザ外国人相談コー



部名称 地域文化部 課名称 文化観光国際課

単　位 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 備　　考

ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト

事業費⑩ 千円 0 23,290 49,694 53,199

人件費⑪ 千円 0 9,049 15,928 15,877

事務費⑫ 千円 0 0 0 0

減価償却費等⑬ 千円 0 0 0 0

総計⑭＝⑩＋⑪＋⑫＋⑬ 千円 0 32,339 65,622 69,076

受益者負担⑮ 千円 0 0 0 0

純計⑯＝⑭－⑮ 千円 0 32,339 65,622 69,076

受益者負担率⑮／⑭ ％ 0.00 0.00 0.00 0.00

財
源
内
訳

一般財源⑰＝⑯－⑱
千円

0 32,339 65,622 69,076

特定財源⑱ 0 0 0 0

一般財源投入率⑰／⑭ ％ 0.00 100.00 100.00 100.00

職員
常勤職員

人
0.00 0.80 1.60 1.60

非常勤職員 0.00 1.00 1.00 1.00

事業に関する検討課題

　17年度に設置した「しんじゅく多文化共生プラザ」は、19年度には年間25000人の方が利用する施設とな
りました。多くの外国人区民がいる中では、利用者の一層の拡大を図るとともに、日本人と外国人の交流を
促進させることが課題です。また、今後は、多文化共生プラザを拠点とした、地域住民や活動団体のネット
ワーク連絡会が主体的に事業を運営できる態勢作りが課題です。そして、19年度に実施した多文化共生実態
調査では、「ことば」や「地域での交流」、「災害時の対応」等の課題が浮き彫りになりました。実態調査
で明らかになった課題については、今後の施策に反映していくことが必要です。
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達成度 3
　ホームページの改善により、１９年度のアクセス件数は18,232件増加し、広報紙の配
布場所も20個所増やすことができました。また、多文化共生プラザの利用者も7,249人増
加するなど、それぞれの目標に対して利用者を大幅に増やすことができました。

実施の成果 3
　ホームページや毎月の情報提供を行なったことにより、多くの外国人がプラザを拠点
とした各種事業に参加することは、外国人相互や日本人と外国人の交流促進に大いに成
果があるものと評価しています。

効率性 3
　ネットワーク事業は、テーマ別に分科会を設け、参加者の知識や経験など専門性を活
かすことができました。また、広報紙や生活情報紙の配布先の拡大や、ホームページの
毎月更新など、効果的・効率的に検討を行い、情報提供ができるよう工夫しました。

行政の関与 3
　区の人口の約１割が外国人であり、区として日本人と外国人が共に生活するまちづく
りを推進する必要があります。

妥当性 3
　地域住民や活動団体のネットワークが主体となった事業展開や、外国人を対象とした
情報提供や相談業務の実施は、多文化共生の推進のために必要なことであり、目標の設
定に当たっても適切であると評価しています。

施策寄与度 3
　国際化に対応した地域社会づくりのためには、日本人と外国人が共に生活する多文化
共生のまちづくりを推進することが重要です。この事業を行うことは、施策目的達成に
大いに寄与していると評価しています。

総
合
評
価

　平成19年度の評価・３ヵ年評価は、いずれも「Ａ」評価と評価します。
　19年度は多文化共生プラザの利用者が年間で7000名（対前年比1.39倍）増加したほか、
ホームページのアクセス件数や広報紙配布場所も大幅に増やすことができました。また、
実態調査を行うことにより、外国人・日本人それぞれの意識や多文化共生の課題を明らか
にすることができた等、調査・情報提供・施設利用等の面から、多文化共生のまちづくり
を大きく進めることができました。３ヵ年の取組みとしては、多文化共生を専管する区組
織や拠点となるプラザの設置、実態調査の実施等、多文化共生のまちづくりに関する事業
を総合化し、飛躍的に進めることができたためＡ評価とします。

※

Ａ
過年度評価

18年度 Ａ
17年度 Ａ
16年度 　
15年度 　

改
革
方
針

　多分化共生プラザは、啓発パネル展や国際理解講座等の取組みを通して、更なる利用者
の拡大や日本人・外国人の相互理解を進めていきます。また、ネットワーク連絡会は、各
部会の活動等を通して、協議会が自主的に運営できる態勢づくりを進めていきます。そし
て、実態調査で明らかになった課題については、区・地域・ＮＰＯ団体等が一体となっ
て、協働の取組みの中で、日本語学習の効果的な支援や地域での交流促進、災害時の情報
提供の多言語化等に取り組んでいきます。
　外国人が人口の１割を占める新宿区の特性を積極的に捉え、今後も、新宿区第一次実行
計画「８６地域と育む外国人参加の促進」や経常事業における各事業の実施の中で、多文
化共生のまちづくりに積極的に取り組んでいきます。
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